
小中一貫学校教育目標「人をおもいやり  自分をのばす子」重点目標「あたたかい言葉をかけ合おう」 

楽しい夏休みを過ごしたでしょうか 
 ３４日間の夏休みが終わりました。今年の夏も大変暑く、加えて豪雨が多くありまし
た。そのような厳しい天候の中でしたが、子どもたちは長期の休みを元気に、そして十分
満喫できたでしょうか。 
 夏休み前日の放送朝礼では、子どもたちに次の２つのことを
「お願い」として話しました。１つは「命を大切にする夏休み
にしてほしい」ということ、もう１つは「夢中で挑戦する夏休
みにしてほしい」ということでした。夏休みの間には、大きな
けがや交通事故の報告がありませんでしたので、１点目につい
てはきまりや約束を守って、安全に過ごすことができたようで
安心しました。 
 2 点目については、どうだったでしょうか。長い休みの間は、学校に通っているときに
はなかなかできなかったことに、じっくりと時間をかけて取り組むことができる機会だっ
たと思います。学校から教科学習の課題とともに、挑戦してみようという課題も学年に応
じて案内しましたが、自分でやりたいものを決めて取り組むことができたでしょうか。さ
らには、国語や算数といった教科にとらわれることなく、上手に泳げるようにたくさん練
習したい、おいしいおやつを作ることができるように調理に挑戦したい、アリの行列の元
はどこかずっと列をたどって見極めたい、太陽の熱で熱せられた鉄板で目玉焼きができる
か実際にやって試したい、というような、自分が興味をもったことや、疑問に取り組むこ
とができたでしょうか。大人になるとその感覚が薄れてしまったり、他にやることが多く
てそれどころではなくなったりしてしまうことが多いのですが、未知の事象に対して湧き

上がる素朴な疑問や、まだ出来ないことに対して、やってみた
い、できるようになりたいという純粋な思いを子どもたちはも
っています。そういった疑問を追究したり思いを満たしたりす
るために取り組んで、時には失敗して、また別の方法を考えて
試して、夢中になって自分なりの答えを導き出していく。その
ような経験が子どもである今の時期に、とても貴重な学びとな
ると考えます。 

 まだまだ残暑が続きますが、それもだんだんと和らぎ、子どもたちが活動しやすい季節
になってきます。今後の学校教育活動も、子どもたちの疑問や思いを大切にしながら展開
していくよう、学校職員一丸となって取り組んでいきます。引き続き、保護者の皆様のご
理解とご協力を賜りますようお願いします。 
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＊新型コロナウイルス感染への対応については、８月２４日にマチコミでお知らせした
とおりの対応となります。ご家庭での感染対策も引き続きお願いします。 

＊健康チェックカードへの記入と、欠席の場合のマチコミ連絡への入力を引き続きお願
いします。ただし感染に関する連絡は、直接電話(６１－０４１４)でお願いします。 

＊新型コロナウイルス感染対応フローは、学校ホームページの「各種資料」にも掲載し
てありますのでご確認ください。 


